「府立高等学校の将来像」検討にあたってのたたき台
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資料１





施策の方向性　（学校運営・教員力等については別途検討）





府立高校を取り巻く現状





府立高校が果たすべき役割





①-1  活力ある学校づくりをめざした府立高校の再編整備





【視点】●今後の生徒数減少を踏まえた府立高校の適正配置のあり方


　　　        ●活力ある学校づくりのための適正な学校規模の考え方





①-2  公平でわかりやすい入学者選抜の改善





【視点】●授業料無償化等による公私間の生徒流動化に対応した入学者選抜制度の見直し


●制度改善の周知と円滑な実施





②-1  社会のリーダー層やグローバル人材に必要な資質・能力の育成





【視点】●若者の内向き志向が強いという現状下での、国際化の進展に    


対応できるグローバル人材の育成


　　　　 


②-2  多様な学習と幅広い進路選択が可能となる学習メニューの提供





【視点】●中学校卒業後大半の生徒が進学するという実態を踏まえた、生徒一人ひとりの「学びの支援」と「進路保障」


　　        　●多様なニーズに応える「魅力ある学校づくり」





②-3 「ものづくり」をはじめとする職業人の育成





【視点】●製造業をはじめとする大阪の産業基盤を担う人材の育成





②-4 「セーフティネット」の整備と「セカンドチャンス」の提供





【視点】●中学校における不登校生徒数等の現状を踏まえた学習機会の保障


●通信制高校への進学率は増加傾向にあることへの対応


●高校における不登校や中途退学の実態と、「学び直し」の機会の提供





③-1  キャリア教育の推進とチャレンジ精神の育成





【視点】●格差の増大や固定化、雇用環境の悪化が懸念される中での、将来を見据えた豊かな職業観・勤労観の育成


　　　        ●「将来の夢や目標」「自尊心」に肯定的な子どもの割合が少ないことを踏まえた、新たなことに果敢にチャレンジする姿勢の育成





③-2  自立を支援する教育カリキュラム





【視点】●多様な生徒が在籍する中、「互いの違いを認め合う」「ともに学びともに育つ」教育の一層の推進


●不登校や中途退学に向き合う教育内容の充実





④　 つながりをはぐくむ学校づくり





【視点】●学びのニーズが多様化する中、学校力をより高めるための「地域」や「外部機関」（大学、専門学校、産業界など）とのつながり





⑤   学習環境の整備





【視点】●建築後30年を経過する建物が7割を超えるという現状と、学習環境の改善のあり方


　　　        ●生徒の理解を促進するためのICT機器の整備








社会経済情勢の変化


○国際化･経済のグローバル化の進展


　・世界経済における日本の地位低下


　・日本の若者の内向き志向


○格差の増大と固定化


　・中間所得層の減少と低所得層の増加


○雇用環境の変化


　・雇用情勢の悪化


　・非正規雇用の増加





高校をめぐる状況


○生徒数と進学率の変化


　・公立中学校卒業者数（将来推計）の減少


・中学校卒業後の進学率の増加


○入学者選抜をめぐる変化


・公私間での志願動向の流動化


・公立選択の実態（H24実績：7割弱）








■グローバル社会で活躍できるリーダーの育成








■大阪の多様な社会経済基盤を支える人づくり








■置かれている環境にかかわらず、社会的経済的に自立して生きていく人づくり





視点



































卓越性を


活かす教育





公平性を


備える教育





多様性を


尊重する教育





府立高校の強み











幅広い学びの提供


多様な専門学科、専門コース


　⇒　音楽科・体育科は日本一の実績あり


　　　芸能文化科はオンリーワンの存在感


バランスのとれた人間形成


⇒　勉学と部活動の両立、独創性に富んだ特別活動、志学


教育内容の豊かさ


　　　 ⇒　理数教育、キャリア教育、環境教育、消費者教育など





圧倒的な教育ストック


府内における昼間の学校257校中府立高校139校（5割超）


さまざまな教育施設　


⇒　農場、工業実習棟、福祉実習棟、複数の理科実験室　など


多彩な人材　⇒　府立高校教員：約8,600名


充実した研修機関　⇒　府教育センター


蓄積された教材と指導方法








多様性の尊重


違いを認め合い、生徒一人ひとりの力を伸ばす取組み


　⇒　障がいのある生徒　「自立支援推進校」9校


「共生推進校」4校


　　　外国にルーツのある生徒　


「中国帰国生徒及び外国人生徒選抜」5校で実施


生徒の実態に応じた指導方法


　⇒　習熟度別学習、少人数指導、個別の講習･補習･実習





地域や外部機関とのつながり


高校においても「学校」が「地域」とのつながりを深め、


相互の信頼を強化してきた


　　　　⇒　「学校協議会」「地域に開かれた学校づくり」


高大連携　⇒　府立高校の7割超で高大連携を実施


　　　府教育委員会と大学との包括協定　22大学と締結


企業との連携　⇒　府立高校の6割超でインターンシップ実施


府立高校間連携や専門学校との連携　　　　　








